
令和 10（2028）年度（令和 9（2027）年度実施） 障害科学学位プログラム（博士前期課程） 

入学者選抜に関する変更について（お知らせ） 

障害科学学位プログラム（博士前期課程）では、令和 10（2028）年度（令和 9（2027）年度実施）入試から、

推薦入学試験および一般入学試験において、下記のとおり変更がありますのでお知らせいたします。 

記 

１．対象となる入試区分 

7 月実施（推薦入学試験） 

10 月実施（一般入学試験） 

２．変更内容 

募集要項「選抜方法等」の「学力審査等」における「口述試験」の内容変更（英語による質疑応答の追加お

よび英語能力評価の導入）  

（１）7 月実施（推薦入学試験）

【変更前】 

出願書類に基づいて、障害科学に関する専門知識、研究テーマ及び研究の抱負、研究計画の着想に至る

論理性、準備状況等について個別に試問する。  

【変更後】 

出願書類に基づいて、障害科学に関する専門知識、研究テーマ及び研究の抱負、研究計画の着想に至る

論理性、準備状況等について個別に試問する。なお、研究計画については一部、英語による質疑応答を

行う（英語能力についても評価する）。 

（２）10 月実施（一般入学試験）

【変更前】 

出願時に提出された研究計画書等に基づいて、研究テーマ及び研究の抱負、研究計画の着想に至る論理

性、準備状況等について個別に試問する。  

【変更後】 

出願時に提出された研究計画書等に基づいて、研究テーマ及び研究の抱負、研究計画の着想に至る論理

性、準備状況等について個別に試問する。なお、研究計画については一部、英語による質疑応答を行う

（英語能力についても評価する）。 

※本変更に伴う配点（7 月実施（推薦入学試験）：外国語 200 点／口述試験 400 点、10 月実施（一般入学

試験）：専門科目 200 点/外国語 200 点/口述試験 400 点）の比率に変更はありません。 

※詳細および正式な募集要項については、追って公表される募集要項ウェブサイト等をご確認ください。


